
令和4年度 立川市子ども委員会 

『安全でみんなにやさしい立川市』 活動報告 

 

 私たちは、自分たちの住んでいる立川市を、「安全でみんなにやさしいまちにしたい」と

思い、今年度の活動テーマに決めました。テーマの範囲が広いので、『防犯・防災チーム』

『環境整備チーム』に分かれ、それぞれの視点から考えることにしました。 

今年の子ども委員会は、例年通り一年間かけて活動を行うことができ、2月には立川市青

少年健全育成研究大会において、子ども委員会の活動報告を 3 年ぶりに舞台で発表するこ

とが出来ました。 

 

◇防犯・防災チームの活動 

* 子ども委員で意見を出し合いました 

 不審者、ストーカー、ちかんなどをする人を出さないように 

 あいさつを推奨したい。あいさつをすることで、地域に絆が出来て、災害などが起

きた時に助け合いをしやすい。防災や不審者防止にもつながるのでは? 

 高齢者や大人向けのポスターを作って町内会の掲示板などに貼る 

 広報たちかわで火事を防ぐための情報を伝える 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＊講師の方に話を聞きました 

 

 ☆立川市市民生活部生活安全課 

 防犯を考える上での話を聞きました。 

放置自転車が多い。大阪市の放置自転車 

防止の取り組みについて。 

『ここに置いてある自転車は 

ご自由にお使いください』 

の表示をしたら、置かれなくなった。 

 犯罪被害を受ける子どもの数が近年増加傾向 

 

 ☆立川災害ボランティアネット 

                   災害とは…地震、水害、火山、津波、大雪、台風   

                        竜巻、火事、雷、噴火、人災（ミサイ

ル、原爆など）        

                   防災とは…災害を未然に防止し、発生した場合 

被害の拡大を防ぎ、復旧を図ること 

                    

 

                  防災について学べる本や資料の紹介 

                   

 

 

☆立川消防署 

  災害を未然に防ぐ、発生したら広げないように 

することが大事 

  9/1は防災の日（関東大震災の起こった日） 

  怪我をしないように身を守る工夫をしましょう 

  避難場所に受け入れられる人数がどのくらい 

  なのか、近所の人たちとの助け合いが大事  

 

＊チームで話し合いました 

・災害は防ぐ事が難しいけれど、犯罪は防ぐことができる 

・自分たち子どもを助けてくれる、「こども 110番の家」を調べて、「こども 110番の

家」や防犯ブザーの使い方についてのリーフレットを作る 

・防犯ブザーや「こども 110番の家」について描いたポスターを作る 



◇環境整備チームの活動   

* 子ども委員で意見を出し合いました 

・地域の活性化、SDGｓに関することなど（食品ロスなど） 

・空き家、空き店舗について、その活用 

・環境整備について、まちの人にアンケート調査をしたい 

・エコバッグを作って配りたい 

・地産地消を行って、地球温暖化対策にもなるし、新鮮だから安全 
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＊講師の方に話を聞きました 

 

☆立川市環境下水道部環境対策課 

 地球温暖化の一番の原因は二酸化炭素だが、メタンや 

 一酸化炭素、窒素、フロンガスも影響している。 

 過去一万年で4～7℃の上昇だったが、近年は100年で 

0.7℃上昇している。地球温暖化への対策をしていれば 

平均気温の上昇は 0.3 度で収まるが、何もしないと 

4.8 度の上昇になる。 

 

☆イケア・ジャパン株式会社 IKEA 立川 

 

                健康的でサステナブルな暮らしを提案 

IKEA ではごみの分別は15種類で行なっている。 

3R（リユース、リデュース、リサイクル）を 

行って、家具などのものを循環させる。 

今の「ごみ箱」を将来は「リサイクル箱」に 

変える取り組みを行っている。 

 

 

＊チームで話し合いました 

・地球温暖化対策は意外に身近なところにあった 

・公共交通機関を使う、冷蔵庫をあまり開けないようにするなど、節電などにつながる 

言葉を集めて、すごろくゲームにする 

    ・エコバッグやキーホルダーを作って、自分たちができることを、より多くの人に知っ

てもらいたい 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



◇年間のまとめ 

 私たち子ども委員会は防犯・防災そして環境整備を行うことによって、「安全でみんなに

やさしい立川市」になってほしいと願っています。最近、SDGｓという言葉をよく聞くよ

うになりました。何か目標を達成するためには、まず周りの状況を知り、次に出来ることは

何なのかを、考えることが必要だと思います。例えばエコバッグは最低 50 回使うことで、

環境への効果が出て来るそうです。立川市をより住みやすくするためには、多くの人に「防

犯・防災」、「環境整備」に関心を持って欲しいです。 

私たちの作ったポスターやすごろく、エコバッグなどを使っていただくことで、「安全で

みんなにやさしい立川市」になる一歩になって欲しい、と願っています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

＊令和5年2月 4日に行われた立川市青少年健全育成研究大会での発表の様子 

 

 

◇防犯・防災チーム 

 

＊防犯用ポスター      ＊大人用リーフレット    ＊子ども用リーフレット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◇環境整備チーム 

＊すごろくゲーム               ＊エコバッグ 

 

 

 

 

 

 

 

 

               ＊キーホルダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のことから、「安全でみんなにやさしい立川市」への取り組みとして、立川市へ提案し

ます。 

 

 

以上 

立川市への提案 

＜防犯・防災について＞ 

〇こども 110番の家・防犯ブザーについてのリーフレット配布 

〇こども 110番の家・防犯ブザーについてのポスターの掲示 

＜環境整備について＞ 

〇環境整備について考えるエコバッグとキーホルダーの活用と配布 

〇環境整備について考えるゲームの作成や配布、イベントの実施 

 


